
隔週 月曜 日発 行 第 96号1

潮 獣 二轟
穀 盗 ニ

ユ
韓 一 部 甥 維

て 理 °の 現

め り は °部

吾曇葉 岳Cど 出  ほ

会での熟議なるか「原発ゼロ。自然エネルギー推進」
Ｂ
日
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原
発
ゼ
ロ
。自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
連
盟
（原
自
連
一会
長
＝
吉
原
毅
・城

一別
措
置
を
講
ず
る
と

南
信
用
金
庫
顧
間
）
は
１
月
１０
日
、
独
自
に
作
成
し
た
法
案
「全
て
の
原
子
力
　
と
も
に
、
廃
炉
技
術

発
電
の
廃
止
及
び
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
全
面
転
換
の
促
進
に
関
す
る
基
本
法
一
者
の
育
成
及
び
廃
炉

案
」
（原
発
ゼ
ロ
。自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
法
案
）
の
骨
子
案
を
発
表
し
た
。　
　
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外
展

原

自

連

「
基

本

法

案

」
公

表

『
罐

麟

琉

禅

◆
「原
避
竃
」
を

批
判
す
る
小
裏
元
総
理

法
律
案
は
、
原
子
力
発
電
の

即
時
停
止
や
増
設
の
取
り
や

め
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
。再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
電
力
比
率

を
２
０
３
０
年
ま
で
に
５０
Ｆ
以

上
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
１
０

０
で
ま
で
に
引
き
上
げ
、
地
産

地
消
型
・分
散
型
エネ

ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
構
築

を
目
指
す
、
な
ど
を
骨

子
と
し
て
い
る
。

発
表
同
日
都
内
で
開

催
さ
れ
た
会
見
に
は
、

小
泉
純
一郎
氏
、
細
川

護
熙
氏
も
出
席
し
た
。

小
泉
氏
は
司
原
発
ゼ

ロ
』
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は

高
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら

現
在
、
原
発
は
殆
ど
稼

働
し
て
お
ら
ず
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ほ
う
が

電
源
割
合
が
高
い
の
だ

か
ら
。
現
状
の
ほ
う
が

画凶
薩
憂
詫
Ч
選
挙
公
約
掲
げ
た
野
党
は
積
極
姿
勢
／
与
党
の
対
応
不
透
明
鍵
誠
鶏
襲
巽
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◆
ボ
ス
ト
原
発
の
出
回
戦
略
も

会
社
を
一方
的
な
『悪
者
』
に
す

る
こ
と
に
は
な
い
」
合
昼
塁
雲
彗
手

長
・河
合
弘
之
弁
護
士
）
と
も
し

て
い
る
。
そ
の
点
は
「原
子
力
発

電
の
円
滑
な
廃
上
の
た
め
、
原
子

力
発
電
施
設
を
保
有
す
る
電
力
事

業
者
の
企
業
会
計
等
に
関
す
る
特

他
方
で
法
案
の
主
旨
は
「電
力
　
力
会
在
へ
の
個
握
尋
留
摺
ほ
コ最

原発ゼロ。自然エネルギー基本法案発表の席にて。(左か
ら)原 自連顧問 。細川護熙氏、会長・吉原毅氏、幹事長・
河合弘之氏、顧間・小泉純一郎氏

文
に
現
れ
て
い
る
。

３

哲
曇

議
の
霜
預
逐
辱
宗
崖

（河
合
氏
）
と
し
て
い
る
。

原
発
生
仝
入
Д
慧
屋
攀
あ
る

核
燃
料
サ
イ
ク
ル
事
業
に
つ
い
て

も
廃
正
と
し
て
い
る
ゐ
そ
の
上
で

六
ヶ
所
再
処
理
彊
瑕
む
つ
緊
同

貯
蔵
邸
藍
穂
秦
蜜
安
醤
暴
算
の

よ
？
鵠
覆
距
譲
揺
曽
沿
密
に

は
コ
」れ
ま
で
の
経
緯
を
ふ
ま
え

玉
翌
昼
伝
ち
て
合
意
を
し
っ
か

つ
畿
ロ
エ
く
経
濾
鶏
償

＞
言

書

⊇
向
食
越
覆
弘
瞬
猛

◆
日曇
｛工
蓬
覆
蜃
藍
闘
湮

自
然
エ
ネ
・再
手
不
に
関
し

て
、
そ
の
導
入
に
関
し
て
日
本

は
後
ろ
向
き
で
あ
る
と
、
グ
ロ

ー
バ
ル
な
観
点
で
は
見
ら
れ
つ

つ
あ
る
。
「世
界
経
済
を
リ
ー

ド
す
る
多
数
の
大
企
業
が
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
積
極
導
入
に
舵
を

切
っ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

日
本
企
業
は
世
界
の
投
資
家
か

ら
そ
っ
ぽ
を
向
か
れ
か
ね
な

い
」
と
原
自
連
会
長
・吉
原
氏

は
危
機
感
を
露
わ
に
す
る
。

世
界
的
に
見
る
と
再
手
不
の

コ
ス
ト
は
下
が
り
続
げ
て
い
る
。

風
力
発
電
で
は
１
詭
時
あ
た
り
の

基雷
ゴ
ス
・秦
縞
百
番
概
り、
太

§

警

棧

下
し
て
い
る
（ブ
ル
ー
ム
バ
ト
グ

の
葦
に
白
章
屎

工
カヽ

ギ
導
父
垂
棗
塁
で
あ

る
と
同
時
に
経
済
問
題
で
も
あ

る
」
と
豊
蓋
弱
璽
い
蜜
本

の
轡
熱
虐
督
手
丞
壁
培
ｒ、
自

然
吾
命
挙
―
の
姦
卵余
濯
禿

位捧
∵
受
一車の
さ
η
宏
促
環

浮邑
辱
曳
錘
巨
ａ
四
ヱ
す
る
ソ
ー
ラ

ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
促
進
な
ど
を

屠

ぢ

。

◆
法
案
の
今
後

１
月
１０
日
の
会
見
以
後
、
原

自
連
は
与
野
党
に
協
力
要
請
を

続
け
て
い
る
。
こ
の
中
で
立
憲

民
主
党
、
希
望
の
党
、
日
本
共

産
党
は
原
自
連
と
の
意
星
盤
撰

会
の
場
を
持
ち
、
本
法
案
の
主

』房
生
型
回
き
な
み
藝
穿
単
律
）た
。

立
憲
民
主
党
は
原
発
ゼ
ロ
推

進
の
法
案
作
成
を
進
め
て
お

り
、
「こ
の
３
月
に
は
公
表
し

「水
素
基
本
戦
略
」決
定
扇
炭素のための本き
再確認
Ｄ。騨
褻

錢
」一【一争
熟
試
撃融
融築
瑶軽
い睦
出響
囃
嶋堤
磐
鱚
開
発

２
０
３
０
年
ま
で
の

ご

魔

水
素
に
関
す
る
指

針
とし
て
は
こ
れ
ま

で
も
「水
素
・燃
料

電
池
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
（２
０
１
６
年

改
訂
）
が
存
在
す

安
倍
晋
三
総
理
の
指
示
の
下

作
成
が
進
め
ら
れ
て
い
た
下
水

素
社
会
実
現
に
む
け
て
政
府
が

一体
と
な
っ
て
取
り
組
む
た
め

量

言

が
昨
年
末
に
「第
２
回
再
生
可

る
。昔雫
鬱
酵
ど
の
違
い
は
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
官
（経
済

産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

とし
。学
。民
で
議
論
さ
れ
る

個
別
の
行
動
プ
ラ
ン
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
基
本
戦
略
は

磐攀韓善拶藝韓警警警警捧一捧警辮撥攀群蜂警藝一姿善韓藝矮神碁帯藝捧坤姿拳一姿一警警韓馨藝警磐藝捧撥雑

た
い
」
（同
党
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
　
い
る
電
力
会
社
の
）
発
送
電
分

会
会
長
・
逢
坂
誠
二
衆
議
院
議
．離
を
制
度
的
に
発
展
さ
せ
る
こ

員
）
と
し
て
い
る
。
意
見
交
換
会
　
と
で
、
こ
の
法
案
の
主
旨
に
大

に
は
菅
直
人
衆
議
院
議
員
も
出
席
　
き
く
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る

し
本
法
案
の
主
旨
に
賛
同
す
る
旨
　
の
で
は
」
と
の
提
案
も
な
さ
れ

を
発
言
。
小
泉
氏
、
細
川
氏
と
共
　
た
。
希
望
の
党
は
原
自
運
の
本

に
総
理
大
臣
経
験
者
３
名
が
原
発
　
法
案
も
土
合
に
し
つ
つ
、
党
内

ゼ
ロ
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
　
の
意
見
集
約
を
進
め
る
。

関
し
て
国
会
の
場
で
の
論
戦
実
現
　
　
原
自
連
は
「原
発
ゼ
ロ
。自

を
後
押
し
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。　
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
政
治
信

希
望
の
党
と
の
意
見
交
換
会
で
　
条
の
区
別
は
な
い
」
と
し
て
お

は
、
同
党
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
　
り
、
超
党
派
で
の
国
会
提
出
を

会
長
・
田
嶋
要
衆
議
院
議
員
が

目
指
し
て
今
後
も
各
党
・会
派

「原
発
が
立
地
す
る
地
域
で
は
、　
と
の
対
議
篤
握
攣
≧
基
写
各
に。

脱
原
発
を
言
え
な
い
雰
囲
気
が
い

ま
だ
に
あ
る
。
『原
発
を
や
め
る
　
▼
原
自
運
が
本
法
案
の
国
会
提

こ
と
で
不
利
益
を
生
じ
る
こ
と
は
　
出
に
協
力
要
請
し
た
政
党
。会

な
い
』
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
を
　
派
（順
企
只
うＫ
Ｙ
生
差
Ｔ
白
一

は
っ
き
り
と
し
て
い
き
た
い
」
と
　
１８
日
時
点
）
【立
憲
民
主
菓

発
言
し
た
。
同
じ
く
出
席
し
た
柿
　
希
望
の
冥
日
本
基
獲
暴
自
由

沢
未
途
衆
議
院
議
員
か
ら
は
只
２
　
党
デ
“
奮
墨
差
暴
日
本
維
斯
の

０
２
０
年
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
　
〈べ
無
所
属
の
（（
臣擢
編
本
自 達

元
の
多
様
化
と
あ
ら
ゆ
る
産

業
分
野
の
低
炭
素
化
へ
の
貢
献

な
ど
を
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

の
意
義
と
し
て
、
将
来
的
。長

期
的
に
望
ま
し
い
水
素
調
達
量

目
標
を
年
間
５
０
０
万
〜
１
０

０
０
万
ント程
度
（発
電
容
量
に

し
て
‐５
〜
３０
ダ
膨ッ）
と
し
た
。

な
お
現
在
は
約
２
０
０
ント。

コ
イスト
に
関
し
て
も
更
な
る

低
減
を
提
案
。
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
目
指
さ
れ
て
い
る
「２
０
３

０
年
時
点
で
１
ノ
ル
マ
ル
リ
ュ

ー
ベ
ぁ
た
り
３０
円
」
（現
状
の

昨
年
内
に
ま
と
め
ら
れ
決
定

さ
れ
た
。
総
理
は
、
水
素
を

含
め
た
新
エネ
ル
ギ
ー
導
入

に
関
し
て
省
庁
横
断
で
取
り

組
む
「福
島
新
エネ
社
会
構

想
」
が
始
動
し
た
こ
と
に
言

及
し
、
本
基
本
戦
略
の
早
期

実
現
在
悟
示し
て
いる
。

「Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
燃
料
電
池
・水

素
技
術
開
発
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
燃
料
電
池
分
野
改
訂

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・産
業
技

術
総
合
開
発
機
構
（Ｎ
Ｅ
Ｄ

Ｖ
・移
動
体
」
技
術
、
発
電
効

率
８０
ｒ
以
上
な
ど
の
究
極
目
標

を
定
め
た
「業
務
・産
業
用
燃

料
電
池
」
技
術
、
発
電
効
率
６０

Ｆ
な
ど
の
究
極
目
標
を
定
め
た

「家
庭
用
燃
料
電
池
」
（エ
ネ
フ

ァ
ー
ム
）
技
術
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
は
今
後
「水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
ｋ
「水
素
発
電
」、

「Ｐ
与

旱

ｔｏ
Ｇ
ｇ

」

の
各
技
術
に
つ
い
て
も
公
開
準

備
を
進
め
、
技
術
開
発
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
全
体
を
今
春
に
公
開
す

る
予
定
だ
。

人と地球の未来のために

httpV伽.newenergy‐ mews.com/

モ
ビ
リ
テ
ィ

町
■
ｄ
■
■
■
■
■

肇
購

轟
新エネルギ“サポー,― とは…
H陣 鞘 朝 ロエ桂i5,N

覇諄 ル‐ 踪 …,… エナジービジョンと全国の提携店が一体となり
提供する、太陽光発電O&Mサービスの総称で曳

3・ ENERGYⅥЫON露璃獣紹電詫 エナジービジョン図 info@energyvision.tv

①03日3820日剛

メンテナンス′〔ッケージ! /

料金が

約30%
お得 !

2018年 (平成30年)

1月 22日
発行所 錘新農林社
〒1010054東 京都千代田区神田錦町1123
電話 03(3291)3674 FAX 03(3291)5717
http://www newenergy― news com/

新エネルギー新聞
New Ettergy News


